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高
崎
淳
子
氏
著
『
中
国
旅
行
詠
の
世
界
』
は
、
本
誌
第
二
六
号
・
第
二
九
号
・

第
三
〇
号
・
第
三
一
号
・
第
三
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
中
国
旅
行
詠
の
世
界
」
に
、

新
稿
一
章
を
加
え
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。「
金
州
・
北
京
」「
敦
煌
」「
長

江
（
巴
蜀
三
峡
）」「
江
州
・
杭
州
」「
西
安
・
洛
陽
」「
江
蘇
・
上
海
」
の
全
六

章
で
構
成
さ
れ
る
。

　
「
あ
と
が
き
」
冒
頭
で
著
者
自
ら
「
こ
れ
は
紀
行
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中

国
旅
行
を
描
き
詠
っ
た
先
達
の
世
界
を
逍
遥
し
た
論
集
で
す
」と
断
る
と
お
り
、

正
岡
子
規
・
佐
佐
木
信
綱
・
齋
藤
茂
吉
・
土
屋
文
明
・
土
岐
善
麿
・
近
藤
芳
美
・

宮
柊
二
・
岡
野
弘
彦
・
安
永
蕗
子
・
馬
場
あ
き
子
・
岡
井
隆
・
俵
万
智
ら
、
近

現
代
歌
人
に
よ
る
中
国
旅
行
詠
が
、
そ
の
成
立
の
背
景
へ
の
論
及
と
と
も
に
点

綴
さ
れ
て
い
る
。
時
に
芥
川
や
谷
崎
ら
の
散
文
も
参
照
さ
れ
、時
に
遠
く
李
白
・

杜
甫
・
白
居
易
や
山
上
憶
良
に
も
思
い
を
馳
せ
、
ま
た
時
に
著
者
自
身
の
体
験

と
感
懐
が
交
錯
す
る
行
文
は
、
ま
さ
に
「
逍
遥
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

著
者
は
、「
長
恨
歌
」
を
生
ん
だ
長
安
を
訪
ね
る
べ
く
し
て
一
九
九
三
年
三

月
に
初
め
て
中
国
上
海
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
い
う
が
、
本
書
に
は
著
者
自
身

の
短
歌
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
先
達
に
よ
る
中
国
旅
行
詠
の
世
界
の「
逍
遥
」

は
、「
自
ら
旅
し
、
詠
う
中
国
を
、
生
き
る
時
代
の
中
で
表
現
す
る
た
め
の
思

考
と
し
て
」
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
つ
つ
、
著
者
自
身
の
「
中
国
へ
の
旅
と
短

歌
」
と
は
「
と
き
に
交
流
し
と
き
に
乖
離
」
す
る
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
す
で

に
多
く
の
歌
集
を
発
表
し
て
き
た
著
者
で
は
あ
る
が
、
過
去
を
「
逍
遥
」
し
た

先
に
、
新
た
な
歌
の
世
界
が
見
は
る
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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